
第 1.7.8 表 支持力に対する解析結果（Ｊ－Ｊ ’） 

対象建屋 基準地震動 
地震時最大接地圧

（N/mm2） 

緊急時対策所 Ss－6NS（－，＋） 
2.8 

〔24.41〕 

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は

鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。  

※2 〔〕は発生時刻（秒）を示す。

※3 地震時最大接地圧は最大値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。

（１号炉） 又は黒字 設置変更許可申請書（2020.1.29 付）からの変更箇所 

又は赤字 設置変更許可補正申請書（2020.8.20 付）からの変更箇所 

通し番号- 1 -

資料④
２０２０年９月７日



 

第1.7.15表 すべり安全率一覧表（Ｊ－Ｊ ’）  

 凡例 　　　　すべり面　　　　　すべり安全率の最小値

すべり面
番号

すべり面形状 基準地震動 すべり安全率

1 Ss－1（－，＋）

13.5
〔14.83〕

(8.0)

緊急時
対策所

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 すべり安全率の〔 〕内は発生時刻、（ ）内は、地盤物性のばらつきを考慮したすべり安全率を示す。

※3 すべり安全率は最小値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。

通し番号- 2 -



第1.7.22表 緊急時対策所の相対変位と傾斜 

（Ｊ－Ｊ ’） 

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、

（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。  

※2 最大相対変位量、最大傾斜は最大値を示す基準地震動、発生時刻における

値を記載。  

対象建屋 基準地震動
最大相対変位量

｜δAy-δBy｜

最大傾斜

｜δAy-δBy｜

Ｌ

緊急時対策所 Ss－7（－，＋）
0.14cm

(T=7.69秒)
1/21,400

（L=29.95m）

通し番号- 3 -



第1.7.26表 すべり安全率一覧表（Ｊ－Ｊ ’） 

凡例 　すべり面　 　すべり安全率の最小値

2 Ss－1（－，＋） 3.9
〔34.31〕

3 Ss－1（－，－） 5.5
〔12.93〕

すべり面
番号

すべり面形状 基準地震動 すべり安全率

1 Ss－1（＋，＋）

1.7
〔27.11〕

(1.5)

緊急時
対策所

緊急時
対策所

緊急時
対策所

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 すべり安全率の〔 〕内は発生時刻、（ ）内は、地盤物性のばらつきを考慮したすべり安全率を示す。

※3 すべり安全率は最小値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。
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第1.7.19図 解析用地下水位（Ｊ－Ｊ ’） 

※斜面部は〔ＣL〕級岩盤上端に地下水位を

設定。

岩級区分は第 1.7.8 図を参照。

緊急時対策所 

地下水位 
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第 1.7.10 表 支持力に対する解析結果（Ｊ－Ｊ ’） 

対象建屋 基準地震動 
地震時最大接地圧

（N/mm2） 

緊急時対策所 Ss－6NS（－，＋） 
2.8 

〔24.41〕 

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は

鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。  

※2 〔〕は発生時刻（秒）を示す。

※3 地震時最大接地圧は最大値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。

又は黒字 設置変更許可申請書（2020.1.29 付）からの変更箇所 （２号炉） 

又は赤字 設置変更許可補正申請書（2020.8.20 付）からの変更箇所 

通し番号- 14 -



第1.7.19表 すべり安全率一覧表（Ｊ－Ｊ ’） 

凡例 　すべり面　 　すべり安全率の最小値

すべり面
番号

すべり面形状 基準地震動 すべり安全率

1 Ss－1（－，＋）

13.5
〔14.83〕

(8.0)

緊急時
対策所

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 すべり安全率の〔 〕内は発生時刻、（ ）内は、地盤物性のばらつきを考慮したすべり安全率を示す。

※3 すべり安全率は最小値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。

通し番号- 15 -



第1.7.28表 緊急時対策所の相対変位と傾斜（Ｊ－Ｊ ’） 

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、

（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。  

※2 最大相対変位量、最大傾斜は最大値を示す基準地震動、発生時刻における

値を記載。  

対象建屋 基準地震動
最大相対変位量

｜δAy-δBy｜

最大傾斜

｜δAy-δBy｜

Ｌ

緊急時対策所 Ss－7（－，＋）
0.14cm

(T=7.69秒)
1/21,400

（L=29.95m）
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第1.7.33表 すべり安全率一覧表（Ｊ－Ｊ ’）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 　　　　すべり面　　　　　すべり安全率の最小値

2 Ss－1（－，＋） 3.9
〔34.31〕

3 Ss－1（－，－） 5.5
〔12.93〕

すべり面
番号

すべり面形状 基準地震動 すべり安全率

1 Ss－1（＋，＋）

1.7
〔27.11〕

(1.5)

緊急時
対策所

緊急時
対策所

緊急時
対策所

※1 基準地震動の（＋，＋）は位相反転なし、（－，＋）は水平反転、（＋，－）は鉛直反転、（－，－）は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 すべり安全率の〔 〕内は発生時刻、（ ）内は、地盤物性のばらつきを考慮したすべり安全率を示す。

※3 すべり安全率は最小値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。
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第 1.7.23 図 解析用地下水位（Ｊ－Ｊ ’） 

緊急時対策所 

地下水位 
※斜面部は〔ＣL〕級岩盤上端に地下水位を設

定。

岩級区分は第 1.7.10 図を参照。
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